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１．研究計画の概要 
 本研究は院内の退院支援システムの構築
を目指し、病院看護職が退院支援を効率的に
実施するための病院看護職対象の退院支援
教育プログラムを開発し、そのプログラムを
試行し、評価することを目的としている。 
 訪問看護ステーション看護師、退院支援部
署看護師を対象に病院看護職に求める退院
支援教育について調査し、その結果を元に、
医療処置を伴う患者の退院支援教育の実態
と教育ニーズについて全国の200床以上の一
般病院看護部長を対象に調査し、明らかにし
た。医療処置ごとの退院支援プロトコールを
作成し、今後プロトコールを使用した退院支
援、小グループでの退院支援教育について効
果を検討する予定である。 
 
２．研究の進捗状況 
（1）病棟看護職に求める退院支援教育につ
いて明らかにすることを目的に、退院支援部
署看護職 2名個別面接、訪問看護ステーショ
ン看護職グループインタビューを実施した。
その結果、訪問看護師、退院支援部署看護師
は病棟看護師との退院支援の認識にズレを
感じており、特に継続する医療処置のある患
者が在宅療養にスムーズに移行するために
は病棟看護職の理解が必要であることが明
らかとなった。 
（2）病棟看護職の医療処置を伴う患者の退
院支援教育の実態とニーズを明らかにする
ことを目的に、全国の 200床以上の一般病院
看護部長を対象に自記式質問紙調査を郵送
法で実施した。集合教育で医療処置ごとの退
院支援教育を実施しているところは少なく、
ニーズも低かった。しかし、患者の退院後の
状況を把握しやすい環境にある病院は教育

が必要であると回答しており、病院看護職の
退院支援に関する知識を向上させる必要性
は示唆された。医療処置を伴う患者の退院支
援についての教育は集合教育ではない方法
を検討する必要があると考えた。そこで、プ
ロトコールなど病院看護職が活用できる退
院支援ツールを作成することとした。年齢や
疾患に関係なく必要となる「吸引」「在宅酸
素療法」「在宅中心静脈栄養」「胃瘻」「褥
瘡」「尿留置カテーテル」についてプロトコ
ールを作成した。 
（3）高齢化率の高い東北地方の 1 県内一般
病院を対象に、退院支援の組織的な取り組み
の実態と、病棟看護職の退院支援実践との関
連を明らかにすることを目的に、自記式質問
紙調査を郵送法で実施した。退院支援体制を
整えている病院の病棟看護職はそうでない
病院の看護職より、退院支援を実践している
ことが明らかになった。組織的な退院支援シ
ステム構築の必要性が示唆された。 
 
３．現在までの達成度 
 ③やや遅れている。 
（理由） 
 介入調査を 3月に実施する予定であったが、
東日本大震災の影響で、実施期間を延期して
いる。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 退院支援プロトコールを用いた退院支援
教育、小集団を対象とした退院支援教育を
RCT の研究デザインで実施し、介入効果を明
らかにし、実現可能な病棟看護職の退院支援
教育について検討する。 
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